
「先生方に期待すること」

～地方創生に向けた愛郷心・地域力の醸成～
南陽市長 白岩 孝夫

３月の卒業証書授与式は、卒業生はもちろん、在校

生、教職員、保護者、来賓等、同じ時間・空間を共有

する皆が心地よい緊張感、あたたかな感情に包まれま

す。私は、その時間・空間がとても好きです。それは、

子ども達や先生方、保護者も、その 1年間の自分の学

び（努力）を素直に表現したとても晴れやかな表情を

たくさん見ることができるからです。市内小中学校の

先生方におかれましては、そのような 1年になるよう、

すべての子ども達へのあたたかい日々のご指導・ご支

援に感謝申し上げます。

本市は法律の改正に伴い、昨年７月に「第１回南陽

市総合教育会議」を開催し、『南陽市教育、学術及び

文化の振興に関する施策の大綱』を策定いたしました。

ここには、平成２４年度に策定した「第五次南陽市教

育振興計画」を中核にし、南陽市の教育の目標や施策

の根本的な方針を示しております。つまり、新たな考

え方を示したというよりも、これまで本市が進めてき

た教育に自信を持ち、さらに力強く歩んでいこうとい

う思いを示したものであると言えます。

特に、幼保小中一貫教育と社会参画活動を大きな柱

とした地域総合型教育の充実は、学校教育分野ばかり

ではなく、市全体の地域力の醸成になくてはならない

ものになっております。これは、「人づくりはまちづ

くり」を基調とする本市教育の効果的な実践であり、

学校の中だけでは解決困難な今日の教育課題に対し、

地域が有する教育機能を連携・連動・一体化しながら、

課題解決を図ることをねらいとするものであったも

のが、今や、学校ばかりではなく、ともに地域も元気

になっている姿が、市内各所で見られているというこ

とです。このことは、私にとっても、多くの市民にと

っても、大きな誇りであると強く思います。

このように、南陽市の子ども達の成長に日々ご尽力

いただいている先生方に、南陽市創生に向けて、私か

ら３つのお願いがございます。

第一に、これまでの実践に自信と誇りを持って取り

組んでいただきたいということです。教師という職業

は、子ども達の未来に触れている仕事です。責任の重

さとともにやりがいも大きい仕事ではないでしょう

か。

二つ目は、先生方ご自身が、一人ひとりの子どもが

好きな教師、学校が好きな教師、地域が好きな教師で

いていただきたいということです。子どもは大人の背

中を見て育つと言われます。先生方が地域とつながる、

地域を知る喜び、地域の人と語る楽しさを実感するこ

とで、子ども達も地域への愛着が増してくると思いま

す。

三つ目は、健康第一であることです。コミュニケー

ションの第一歩は“笑顔”と言われます。しかし、そ

れも心と身体が健康でないと難しいでしょう。時には、

リフレッシュも必要です。教室が、学校があたたかい

場所になるよう、ご自身のケアもよろしくお願いいた

します。

結びに、この３月も卒業証書授与式に参列できるこ

とを楽しみにしています。充実した時間を過ごし、希

望に満ちた晴れやかな表情の子ども達と先生方に会

えることを期待しております。南陽市の子ども達をよ

ろしくお願いいたします。
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南陽市小中学校の「幼保小中一貫教育」紹介シリーズ 第10回 「南陽市立中川小学校」

＜目標＞

「自主 ･自立」

自ら考え、進んでやり遂げる子どもの育成

めざす子どもの姿
◇進んで学ぶ子ども

◇夢や希望を持ち、健康でたくましく生きぬく子ども

◇ふるさとを愛し、ふるさとを元気にする子ども

★小教員と保育士との連携
・児小連絡会（年5回）
・校内授業研究会の参観
・児童館保育参観（7月）

★就学時健診（10月）
★保護者説明会（年2回）

【中川児童館との交流】
☆児童と園児との交流
・いきいきわくわく学校体験
（1・5年生との交流、体験授業）
・５年児童中川児童館訪問
・運動会への招待
・歌や踊りなどの児童館での発表

（４・５年）

【赤湯小との交流】
☆4年:交流学習、交流給食（9～10月）
☆5年:交流学習、交流給食（9～10月）
☆6年:交流学習、交流給食、体験学習

（岩部山探検：7月）
☆中学校教員による算数乗り入れ授業（11月）

☆児童生徒を語る会での交流学習
（4年算数、5年情報モラル、6年進路学習）

天狗岩では班ご と記 念写真

【赤湯中との交流】
☆児童と生徒の交流活動
・６年:赤中応援クラスマッチ参観（5月）
・５・６年:小中合同クリーン作戦(7月)
・夏休みサポート学習会（7月）
・中学生による学校生活等の説明会（1月）

☆６年:中学校体験授業（1月）
★教員同士の連携、交流活動
・児童生徒を語る会（５･１１月）
・夏期研修会（７月）
・６年担任、養護教諭小中生徒指導連絡会（1月）
・６年担任進学予定児童学級編制会議（3月）
・3校定例会(小中一貫教育推進委員会 各月)

【他小学校との交流】
☆4年:漆山小との民話交流

（年2回、12月･1月）

１１３名の赤湯小児童の

前でも堂々とあいさつが

できました。

中川小6年 〇○○〇さんへ
私は、岩部山に登るのは初めてで少しきん

ちょうしていたけれど、○○さんがリードして

くれて安心しました。少しつかれたときも○○
さんが「休けいしよう」と言ってくれてうれし

かったです。「すずり岩」では、民話がおもし

ろかったです。民話を覚えていてすごいと思

いました。「てんぐ岩」では、みんなで写真さ

つえいをしてがけに落ちそうでこわかったけ

れど楽しかったです。

来年は赤湯中学校で一緒になるので、よろ

しくお願いします。今日は本当にありがとうご

ざいました。
赤湯小6年 □□□□

夏休みのサポート学習会

赤中学区児童生徒を語る会、提案授業

赤中応援クラスマッチ参観

小中合同クリーン作戦

中川児童館訪問



♪宮内認定こども園の実践
小学校の“1年生と5年生との交流会”は、子ども達が

何より学校を身近に感じる時間です。楽しい触れ合いの中

で「おにいちゃん」「おねえちゃん」の声がぐんと大きくな

ります。受けるだけでなくお礼の手紙やクリスマスプレゼ

ントを持って伺いました。1月には学校の先生に来園して

いただき、卒園準備会の中で学校生活について保護者にお

話していただきます。園での小さな交流、今出来ることを、

心を込めて行っています。

幼児期の教育の充実にあたっては、第五次南陽市教育振興計画に基づきながら、各施設等の特色ある取組みを通し

て「幼保小中一貫教育」の推進がなされてきました。中学校区を中心に、関係団体等との積極的な連携のもと、発達段

階に応じた望ましい育ちや幼保小（中学校区単位）における教育実践（スタートプログラム・アプローチプログラム）の充実、

幼児期の教育に係る共通理解や教育観の共有に努めるとともに、新たな課題への取組も進めてまいります。

♪つばめ幼稚園の実践
沖郷・赤湯双方の小学校よりお誘い頂き、毎年秋に交流

会を行っています。翌年1年生になった時に、最高学年と

なる皆さんが計画してくれたゲームや活動を通し、互いに

名前や顔を覚えたり、触れ合う中で親密感が増したり、就

学に対する意識や期待感が生まれ高まっていく様子が伺わ

れます。交流会を機に遊びの継続や発展もみられ、年少・

年中児にも伝える姿が見られます。園では沢山の経験や遊

びを通して自信や思いやり・意欲を育て小学校に繋いでい

けるよう心掛けています。

♪赤湯ふたば保育園の実践
年長児が、赤湯小学校の先生による出前授業を体験しま

す。始めは、緊張した表情の子ども達ですが、話が始まる

と表情が和らぎ、笑顔があふれ、眼を輝かせて授業を受け、

小学校就学への期待に胸を膨らませます。この授業を体験

することで、就学への様々な不安解消になり、また、交流

を重ねる事で、保育園と小学校との距離が縮まり、なめら

かな接続が出来ると感じています。交流を通し学ぶ事が多

い出前授業です。

☆南陽市幼児教育連絡協議会
市内乳幼児施設・小学校の実務担当者とすこや

か子育て課、教育委員会が一堂に会し、児童園児

一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導・支援のあり

方、そのために共有すべきことは何かなど、それぞれ

の施設での成果等を共有しながら、複数年を見通し

て明らかにしていきます。本年度から、早期からの教

育相談のあり方について検討しています。

南陽市小中学校の「幼保小中一貫教育」紹介シリーズ 第１０回目 「市内幼児施設」



【編集後記】

1月 6日、一通の年賀状が届きました。「・・・小学校のときは大変お世話になりました。僕は今、美容
師をしていて、楽しくやりがいを感じて仕事ができています。先生には色々なことを教えて頂いて、とて

も感謝しています。・・・」と記されていました。小学生のときに不登校だったかつての教え子からの年賀

状でした。毎朝のように迎えに行き、一緒に登校したあの頃のことがよみがえってきます。私達の日々の

教育の営みは、すぐに大きな成果を挙げるとは限りません。むしろ、そうならない方が多いのかもしれま

せん。しかし、私達の実践は子ども達の内に、少しずつではありますが、確実に成長の糧を積み上げてい

っています。そのことをこの年賀状が教えてくれました。子ども達を成長させられる有用な実践のヒント

を所報から得て頂けたら幸いです。

（佐藤 法子）
【情報センター委員】

◎大 竹 仁(中川小学校) ○佐藤 法子 (中川小学校)
内 山 剛 嗣(沖郷小学校) 金 子 達 （梨郷小学校） 鈴 木 渉 (赤湯小学校)
網 代 良 一(中川小学校) 髙 橋 拓 也 （宮内小学校） 二戸部 優 (漆山小学校)
土屋 一雄(沖郷中学校) 髙 橋 利 幸 （赤湯中学校） 髙 橋 良 行 (宮内中学校)
佐 野 浩 士(南陽市教委)

市内全小学校が ホームページを開設
南陽市では、各校の豊かな教育活動を市民の皆様をはじめたくさんの方々にご覧頂くことを目的

としてすべての小中学校でホームページが開設されました。この機会を通してより一層、地域に

開かれた学校づくりを目指していきたいと考えています。私達教職員も積極的に他校のホームペ

ージを閲覧し、各校の教育実践から多くのことを学んでいきましょう。

【閲覧方法】

インターネットの検索バーに校名を入力すれ

ば閲覧することができます。また、南陽市のホ

ームページの「歴史・文化・教育」のページに

掲載されている小中学校のリンクをクリック

すれば閲覧できます（右図）。

特 集 記 事
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